









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7月、JR 藤沢駅、開業 110 周年記念行事を開
催。
1998 「外国」、「サーフィン」 3月、国道 134 号線藤沢浜見山交差点から茅ヶ崎浜須賀交差点まで約 2.2 km が4車線化。







2010 「サーフィン」、「ハワイ」 10月、藤沢市が市制施行 70 周年を迎える。
（「湘南の誕生」 研究会 （2005）、圭室 （1991）、藤沢文書館ホームページ （http://digital.city.fujisawa.kanagawa.jp/） を参考に筆者作成）
55―　　―
て後者が前者を支配し拡大していく様子をタウ
ン誌に掲載された記事や言説から読み取ること
ができた。そこに示された場所イメージは、内
部の人間から認識された湘南という場所 （場所
イメージ） であり、そこには内部から湘南を認
識する主体 （＝内部の人間） の変化が深く関
わっていたことが明らかとなった。
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の場所」として認識するようになった過程） に
よりもたらされていたといえるのである。
ここでもう一度、「場所イメージ」の概念に
立ち返って、湘南イメージについて考えてみた
い。内田 （1987、1989） によれば、「ある社会レ
ベルの中で、地名や場所の提示によってある程
度の場所イメージを互いにやり取りできるの
は、社会的に決められたコードによってその地
名や場所が意味する場所イメージが相互に解読
されるから」であるという。さらに、「社会レ
ベルでの地名や場所と場所イメージとの間の対
応関係は、始めは緩いものがその社会の中で繰
り返し使用されることによってより強固にな
り、ついには場所 （および地名） を記号表現と
し、場所イメージを記号内容とする狭義の記号
関係ができる」とも言及されており、こうして
特定の場所とその場所イメージが社会的に固定
されていく過程 （社会的な場所イメージが形成
されていく過程） を「場所イメージの記号化」
と名付けている。
本稿で取り上げた、タウン誌に見る湘南イ
メージの変遷は、まさしく場所イメージの記号
化という現象に当てはまるものであると考えら
れる。特に、外部の人間 （後に「内部の人間」
となる人々も含める） によって抱かれていた湘
南という場所に対するイメージは、「湘南」と
いう言葉を記号表現として、「海」・「若者」・
「太陽」・「夏」・「サーフィン」・「文化」・「憧
れ」・「ハワイ」・「爽やか」などといった場所イ
メージを記号内容としたものであった。こうし
た記号関係が成立することで、「湘南」という
言葉により喚起されるこれらのイメージは、
「湘南」という記号表現であるからこそ抱かれ
る記号内容であり、社会的な場所イメージと
なったと考えられるのである。
言い換えれば、主に外部から抱かれる社会的
な場所イメージとなったプラスの意味が含まれ
る湘南イメージが、その後内部と外部の間でそ
の認識をめぐり差異を生じさせながらも、やが
